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1 パーソントリップ調査の概要

パーソントリップ調査とは
　パーソントリップ調査（パーソン
＝人、トリップ＝動き）とは、「どのよ
うな人」が「いつ」「どこから」「どこ
まで」「どのような目的で」「どのよ
うな交通手段を利用して」動いた
のかについて調査し、人の１日の動
きのすべてをとらえるものです。
　人の動き（地域別や交通手段別
などの交通実態）を総合的に把握
する唯一の調査であり、交通計画、
道路計画、防災計画などの検討の
ための基礎資料として活用されて
います。

第５回近畿圏パーソントリップ調査
では、近畿全域（２府４県）を調査対
象圏域としています。
なお、過年度調査結果と比較すると
きは、第３回調査圏域を対象に集計
しています。
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調査圏域について

●本調査では物の動きにかかわる
貨物車や営業用車（営業貨物車、
タクシーなど）の運行に関する移
動は調査の対象外としています。
●各図表の合計値や伸び、構成比
の値は四捨五入のため、内訳数
値から算出される値と一致しな
い場合があります。

その他、ご覧いただく上での注意事項
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用語の説明

■１つのトリップ及び代表交通手段の例

■人の１日の動きの例

自宅

会社
駅

駅

徒歩手段 徒　歩バ　ス 鉄　　　　道

出　　　　　勤目的
1つのトリップ

このトリップの代表交通手段は鉄道

ト リ ッ プ

トリップエンド

生 成 量

生成原単位

発生集中量

トリップ目的

代表交通手段

人がある目的をもってある地点からある地点へ移動する単位で、移

動の目的が変わるごとに１つのトリップと数えます。

１人１人の動きを「トリップ」というのに対し、１つのトリップの出発側

と到着側をそれぞれ「トリップエンド」といいます。

ある地域内に出発地または到着地を持つ人の移動の合計で、「ト

リップエンド」を集計したものです。

出勤・登校・自由・業務・帰宅に分けられます。自由は買い物、食事、

レクリエーションなどの生活関連のトリップであり、業務は打合せ・

会議、販売・配達、作業、農作業など仕事上のトリップです。

移動の際に利用する交通手段には、鉄道、バス、自動車、自動二

輪・原付、自転車、徒歩、その他（飛行機や船など）があります。

１つのトリップの中でいくつかの交通手段を用いている場合は、

鉄道→バス→自動車→自動二輪・原付→自転車→徒歩の順に、

最も優先順位の高いものを代表交通手段（主な交通手段）として

います。

ある地域に住んでいる人が行う１日のすべてのトリップ数です。

ある地域に住んでいる人が行う１日1人あたりの平均トリップ数です。
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2 大阪市の人の動き
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1. 平日の総トリップ数と
　1日1人あたりトリップ数の推移

2. 平日トリップの目的構成の推移

3. 平日トリップの
　代表交通手段構成の推移

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査 （第３回調査圏域内の集計）

図5 平日トリップの目的構成比の推移（平成2年～平成22年）

図1 平日の発生集中量の推移（平成2年～平成22年）

図2  平日の大阪府全体の人の動き（平成12年～平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査
（第３回調査圏域内の集計）

図3 平日の生成原単位の推移（平成2年～平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査 
（第３回調査圏域内の集計）

図4 平日の外出率の推移（平成2年～平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

図6 平日トリップの代表交通手段構成比の推移（平成2年～平成22年）

単位：千トリップエンド/日（〈　〉は前10年に対する伸び）

単位：トリップ/人日 単位：％

出　勤 登　校 自　由 業　務 帰　宅 不　明

 （18.1） （4.7） （25.8） （12.1） （39.3） （0.0）

鉄　道 バ　ス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒　歩 その他 不　明

 （32.2） （2.0） （16.8） （2.0） （17.2） （29.8）

 （32.3） （1.7） （16.3） （2.0） （20.7） （26.8）

 （35.8） （1.9） （12.8） （1.8） （23.5） （24.0） （0.2） （0.1）

 5,842 356 3,056 354 3,122 5,402

 5,345 283 2,698 329 3,430 4,433

 4,977 260 1,781 248 3,259 3,335 21 15

●大阪市の平日の発生集中量は、
平成２年から平成22年にかけ
て、10年ごとに約１割ずつ減少
が続いています。

●平成22年において、大阪市を出
発地あるいは到着地とするトリッ
プは8.906千トリップ/日となっ
ています。そのうちの4.992千ト
リップ/日は出発地・到着地ともに
大阪市内となっています。

●平成22年において、大阪市に居
住する人の平日１日あたりのト
リップ数（生成原単位）は2.20ト
リップ/人日であり、平成２年から
減少傾向が続いています。
●また、外出率についても同様に、
平成２年から平成22年にかけて
微減傾向が続いています。
●これは高齢化社会の進展による
影響と考えられ、近畿圏でも同様
の傾向を示しています。

●平日トリップの目的構成をみる
と、平成２年から平成22年にか
けて業務目的の割合が減少して
いることが分かります。
●自由目的のトリップ数は、平成12
年から平成22年にかけて減少し
ていますが、その割合はやや増加
しています。

●平日トリップの代表交通手段構成
をみると、平成２年から平成22年
にかけて、自動車の割合が減少し
ており、平成22年では約13%と
なっています。
●徒歩についても同様に減少傾向
が続いており、平成22年では約
24%となっています。
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合計

18,145
（100）

 （17.1） （4.7） （24.9） （17.0） （36.3）
16,531
（100）

13,897
（100）

単位：千トリップエンド/日
（　）内は構成比：％

 （16.9） （5.4） （21.7） （20.1） （35.8）

 2,514 654 3,582 1,683 5,465 0 

 （14.6） （6.4） （28.2） （9.6） （41.2） （0.0）
90,759
（100）

 13,274 5,834 25,550 8,751 37,348 2

 2,825 782 4,120 2,806 6,000

 3,066 987 3,944 3,646 6,502

合計

18,145
（100）

16,531
（100）

13,897
（100）

 （18.3） （2.6） （35.6） （3.6） （17.6） （21.9） （0.2） （0.3）
 16,588 2,327 32,315 3,251 15,960 19,835 216 268 90,759

（100）

単位：千トリップエンド/日
（　）内は構成比：％

（　）内は全トリップ数に対する構成比
資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

大阪府圏域内々、
内外、外内トリップ数

凡例 平成22年
 平成12年

20,538千トリップ/日（100.0％）

22,949千トリップ/日（100.0％）

1,314千トリップ/日（6.4％）

1,265千トリップ/日（5.5％）

大阪府内⇔大阪府外
8,543千トリップ/日（41.6％）

9,410千トリップ/日（41.0％）

大阪府内内々

大阪府

大阪市

堺市

4,992千トリップ/日（24.3％）

6,102千トリップ/日（26.6％）

大阪市内々

1,242千トリップ/日（6.0％）

1,279千トリップ/日（5.6％）

堺市内々

334千トリップ/日（1.6％）

372千トリップ/日（1.6％）

大阪市⇔堺市

2,200千トリップ/日（10.7％）

2,485千トリップ/日（10.8％）

大阪市⇔大阪府内

440千トリップ/日（2.1％）

487千トリップ/日（2.1％）

堺市⇔大阪府内

1,380千トリップ/日（6.7％）

1,470千トリップ/日（6.4％）

大阪市⇔大阪府外

92千トリップ/日（0.4％）

78千トリップ/日（0.3％）

堺市⇔大阪府外

その他
13
（0.1）

その他
13
（0.1）



2. 大阪市の人の動き
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資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

図7 休日の発生集中量の推移（平成12年～平成22年）

図8 休日の大阪府全体の人の動き（平成12年～平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査
（第３回調査圏域内の集計）

図9 休日の生成原単位の推移（平成12年～平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査
（第３回調査圏域内の集計）

図10 休日の外出率の推移（平成12年～平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

図12 休日トリップの代表交通手段構成比の推移（平成12年～平成22年）

図11 休日トリップの目的構成比の推移（平成12年～平成22年）

単位：トリップ/人日 単位：％

出　勤 登　校 自　由 業　務 帰　宅 不　明

（5.4） （50.7） （2.6） （40.6）
 559 5,261 274 4,207

鉄　道 バ　ス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒　歩 その他 不　明

 （4.8） （49.9） （4.0） （40.5） （0.0）
403   4,152 332 3,373 0

 （23.3） （1.4） （27.7） （1.5） （20.3） （25.6）

 （26.0） （1.9） （24.3） （1.2） （22.6） （23.6）

 2,415 149 2,872 160 2,107 2,656

 2,164 161 2,018 103 1,881 1,964

4. 休日の総トリップ数と
　 1日1人あたりトリップ数の推移
●大阪市の休日の発生集中量は、
平成12年から平成22年にかけ
て、約2割減少しています。
●減少の割合は、平日とほぼ同程度
となっています。

●平成22年において、大阪市の出
発地あるいは到着地とするトリッ
プは5,275千トリップ/日となっ
ています。そのうちの3,047千ト
リップ/日は出発地・到着地ともに
大阪市内となっています。

●平成22年において、大阪市に居
住する人の休日１日あたりのト
リップ数（生成原単位）は1.46ト
リップ/人日であり、平成12年か
ら減少しています。
●また、外出率についても同様に、
平成12年から平成22年にかけ
て減少しています。
●生成原単位・外出率ともに、平日
と比較して、休日の方が小さく
（低く）なっています。

●休日トリップの目的構成をみる
と、平成12年から平成22年にか
けて大きな変化はみられません。
●平日トリップの目的構成と比較す
ると、休日では出勤・登校・業務目
的が少なく、自由目的が大半を占
めていることが分かります。

●休日トリップの代表交通手段構成
をみると、自動車の割合が減少し
ており、平成22年では約24%と
なっています。
●徒歩についても同様に減少して
おり、平成22年では約２3%と
なっています。
●平日トリップの代表交通手段構成
と比較すると、休日においては鉄
道の割合が低く、自動車の割合が
高くなっています。

5. 休日トリップの目的構成の推移

6. 休日トリップの
　 代表交通手段構成の推移

（　）内は全トリップ数に対する構成比
資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

大阪府圏域内々、
内外、外内トリップ数

凡例 平成22年
 平成12年

14,594千トリップ/日（100.0％）

17,006千トリップ/日（100.0％）

1,204千トリップ/日（8.3％）

1,118千トリップ/日（6.6％）

大阪府内⇔大阪府外
6,714千トリップ/日（46.0％）

7,804千トリップ/日（45.9％）

大阪府内内々

大阪府

大阪市

堺市

3,047千トリップ/日（20.9％）

3,940千トリップ/日（23.2％）

大阪市内々

916千トリップ/日（6.3％）

1,129千トリップ/日（6.6％）

堺市内々

205千トリップ/日（1.4％）

251千トリップ/日（1.5％）

大阪市⇔堺市

1,232千トリップ/日（8.4％）

1,419千トリップ/日（8.3％）

大阪市⇔大阪府内

393千トリップ/日（2.7％）

449千トリップ/日（2.6％）

堺市⇔大阪府内

791千トリップ/日（5.4％）

818千トリップ/日（4.8％）

大阪市⇔大阪府外

92千トリップ/日（0.6％）

77千トリップ/日（0.5％）

堺市⇔大阪府外

合計

10,368
（100）

67
（0.6）

8,322
（100）

（4.1） （49.9） （4.1） （40.9） （0.0）
2,741 33,496 2,739 27,480 2 67,120

（100）

62
（0.7）

単位：千トリップエンド/日
（　）内は構成比：％

 （11.2） （2.0） （52.4） （2.4） （14.3） （17.0）
 7,525 1,368 35,168 1,623 9,609 11,402

合計

10,368
（100）

8,322
（100）

67,120
（100）

単位：千トリップエンド/日
（　）内は構成比：％

単位：千トリップエンド/日（〈　〉は前10年に対する伸び）

662
（1.0）
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12
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20
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その他
9

（0.1）
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4,992
（-18.2%）

凡　例
内 ト々リップ数

地域間トリップ数（減少）

地域間トリップ数（増加）

1,242
（-2.9%）

1,514
（-2.9%）

889
（-9.8%）

2,696
（-8.7%）

3,050
（-13.0%）
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大ゾーン名
北大阪
東部大阪
南河内
泉州
堺市
大阪市
山城
京都市
阪神臨海
阪神内陸
神戸市

奈良県北部

箕面市　池田市　豊中市　吹田市　摂津市　茨木市　高槻市　豊能町　能勢町　島本町
枚方市　交野市　寝屋川市　守口市　門真市　大東市　四条畷市　東大阪市　八尾市　柏原市
松原市　羽曳野市　藤井寺市　富田林市　大阪狭山市　河内長野市　太子町　河南町　千早赤阪村
和泉市　泉大津市　高石市　岸和田市　貝塚市　泉佐野市　泉南市　阪南市　忠岡町　熊取町　田尻町　岬町
堺市全域
大阪市全域
向日市 長岡京市 宇治市 八幡市 城陽市 京田辺市 木津川市 大山崎町 久御山町 井手町 宇治田原町 笠置町 和束町 精華町 南山城村
京都市全域　
尼崎市　西宮市　芦屋市
伊丹市　宝塚市　川西市　三田市　猪名川町
神戸市全域
奈良市　生駒市　天理市　大和郡山市　香芝市　山添村　平群町　三郷町　斑鳩町　安堵町　上牧町　王寺町　広陵町　河合町

対象市町村名

3 地域の人の動き
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50千トリップ/日以上を図示
資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

図15 平日の地域間流動量及び増減割合（平成12年～平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図14 平日の行政区別発生集中量（平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

図13 平日の大ゾーン別発生集中量の推移（平成2年～平成22年）

単位：千トリップ/日
（　）内は平成12年からの増減割合

北区

中央区

西区

天王寺区

浪速区

福島区

大正区

港区

此花区

西淀川区

淀川区

東淀川区

都島区

旭区

城東区

鶴見区

東成区

生野区

東住吉区

平野区

西成区

阿倍野区

住吉区

住之江区

  1,627

   1,764

 658

 519

 369

 362

274

 364

 300

 385

  845  

 623

 451

 339

 592

 415

 324

 484

 470 

  723 

 418

  516

 565

 550

 

 

18,145
16,531
〈0.91〉

13,897
〈0.84〉

大阪市 堺市 北大阪 東部大阪 南河内 泉州

3,664

3,496
〈0.95〉

3,351
〈0.96〉

7,755

7,667
〈0.99〉

7,021
〈0.92〉

9,232

8,940
〈0.97〉

7,929
〈0.89〉

2,564

2,638
〈1.03〉

2,394
〈0.91〉

3,571

3,812
〈1.07〉

3,696
〈0.97〉

平成2年
平成12年
平成22年

1. 平日の地域別トリップ数
●大阪府内の大ゾーン別に、平日の
発生集中量の推移をみると、平成
12年から平成22年にかけて、全
ての地域で減少傾向にあること
が分かります。
●なかでも大阪市においては、平成
２年から10年ごとに大きく減少
が続いています。

●大阪市内の行政区別に平日の発
生集中量をみると、北区と中央区
で多く、これら２区だけで市全体
の発生集中量の約24％を占め
ていることが分かります。

2. 平日の地域間流動量
●平日の地域間流動量及びその推
移をみると、大阪市関連のトリッ
プが多いものの、全体的には減少
しています。
●特に、大阪市内々のトリップや大
阪市と府内周辺地域とのトリップ
が大きく減少していることが分か
ります。
●一方で、大阪市と京都市間のト
リップでは増加がみられます。

単位：千トリップエンド/日（〈　〉は前10年に対する伸び）

単位：千トリップエンド/日
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10,368

大阪市 堺市 北大阪 東部大阪 南河内 泉州

3,036

8,322
〈0.80〉

2,523
〈0.83〉

6,211

5,385
〈0.87〉

6,870

5,947
〈0.87〉

2,177

1,886
〈0.87〉

3,336

3,039
〈0.91〉
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資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図16 平日トリップの行政区別目的構成（平成22年）

凡　例

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図17 平日トリップの行政区別代表交通手段構成（平成22年）

3. 地域別にみた
　平日トリップの目的構成
●平日トリップにおける目的構成を
行政区別にみると、北区・中央
区・西区では、他の区と比較して
業務トリップの割合が高くなって
います。
●帰宅トリップに着目すると、ほとん
どの区では４割前後であるのに対
して、北区・中央区では約３割と
なっています。

4. 地域別にみた平日トリップの
　代表交通手段構成
●平日トリップにおける代表交通手
段構成を行政区別にみると、北
区・中央区・西区・天王寺区・浪速
区では鉄道の割合が約４～６割
と、他の区と比較して高くなって
います。
●自転車の割合は、旭区・鶴見区・
東成区・生野区・東住吉区・平野
区・西成区・住吉区で高く、３割以
上となっています。
●自動車の割合は、全ての区で２割
未満となっています。

5. 休日の地域別トリップ数
●大阪府内の大ゾーン別に、休日の
発生集中量の推移をみると、平成
12年から平成22年にかけて、全
ての地域で減少傾向にあること
が分かります。
●なかでも大阪市においては、平成
12年からの10年間で約2割以
上の減少となっています。

●大阪市内の行政区別に休日の発
生集中量をみると、平日と同様に
北区と中央区で多く、これら２区
だけで市全体の発生集中量の約
22％を占めていることが分かり
ます。

図19 休日の行政区別発生集中量（平成22年）

図18 休日の大ゾーン別発生集中量の推移（平成12年～平成22年）

平成12年
平成22年

単位：千トリップエンド/日（〈　〉は前10年に対する伸び）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

北区

中央区

西区

天王寺区

浪速区

福島区

大正区

港区

此花区

西淀川区

淀川区

東淀川区

都島区

旭区

城東区

鶴見区

東成区

生野区

東住吉区

平野区

西成区

阿倍野区

住吉区

住之江区

 1,013

 819

 258

 342

 304

 205

162

 222

 197

 210

 428

 399

 305

 229

 382

 323

173

 292

 303

 463

 272

 345

 347

 365

単位：千トリップエンド/日

出　勤 登　校 自　由 業　務 帰　宅 不　明

北区
中央区
西区
天王寺区
浪速区
福島区
大正区
港区
此花区
西淀川区
淀川区
東淀川区
都島区
旭区
城東区
鶴見区
東成区
生野区
東住吉区
平野区
西成区
阿倍野区
住吉区
住之江区

大阪市計

大阪市計

単位：％

1,627
1,764
658
519
369
362
274
364
300
385
845
623
451
339
592
415
324
484
470
723
418
516
565
550

13,936

合計

凡　例 鉄　道 バ　ス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒　歩 その他 不　明

北区
中央区
西区
天王寺区
浪速区
福島区
大正区
港区
此花区
西淀川区
淀川区
東淀川区
都島区
旭区
城東区
鶴見区
東成区
生野区
東住吉区
平野区
西成区
阿倍野区
住吉区
住之江区

単位：％

1,627
1,764
658
519
369
362
274
364
300
385
845
623
451
339
592
415
324
484
470
723
418
516
565
550

13,936

合計

 20.7 2.1 26.9 16.2 34.1
 25.6 1.4 20.3 19.1 33.6
 24.6 2.4 18.6 17.5 36.8
 13.4 8.3 28.5 11.6 38.1
 19.9 2.7 25.3 14.5 37.6
 18.7 3.6 25.0 13.5 39.2
 15.2 5.4 27.1 10.4 41.8
 15.5 5.1 27.2 11.4 40.8
 17.8 4.8 24.8 10.8 41.8
 17.8 5.3 24.5 10.4 42.0
 20.5 4.5 23.4 11.7 39.9
 16.3 7.1 25.9 8.4 42.4
 14.2 4.9 29.7 10.3 41.0
 13.9 7.8 28.6 6.9 42.8
 16.1 6.6 26.8 8.2 42.3
 14.3 6.6 28.5 8.4 42.3
 17.6 4.7 25.5 10.5 41.7
 15.4 6.2 26.4 9.3 42.7
 13.4 5.9 29.3 9.0 42.4
 14.5 6.7 28.1 8.2 42.5
 13.7 3.8 30.6 9.4 42.4
 13.3 7.3 30.4 8.5 40.5
 12.6 8.3 28.2 8.2 42.6
 18.3 5.2 25.4 10.2 41.0

 18.1 4.7 25.8 12.1 39.3

 57.4  2.0  8.7  1.0  10.8  19.8  0.2  0.1 
 61.8  0.8  10.1  0.9  9.3  17.0  0.1  0.1 
 45.4  1.4  12.4  1.3  18.9  20.3  0.1  0.1 
 46.7  1.7  12.0  0.9  16.0  22.5  0.0  0.2 
 40.2  1.8  12.5  1.9  21.1  22.2  0.1  0.3 
 33.1  1.7  14.7  1.3  23.3  25.7  0.2  0.1 
 16.8  6.7  17.0  2.4  29.9  26.8  0.4  0.0 
 28.1  3.6  14.8  1.6  25.8  25.6  0.3  0.2 
 31.1  3.1  16.7  1.8  23.6  23.1  0.4  0.2 
 22.1  1.8  17.7  2.9  28.7  26.5  0.3  0.1 
 36.1  1.6  12.2  2.2  23.4  24.3  0.1  0.1 
 25.1  2.0  13.1  3.6  27.8  28.2  0.2  0.1 
 28.4  3.0  11.1  1.5  28.5  27.4  0.1  0.2 
 21.6  2.9  11.1  2.2  34.0  27.9  0.0  0.2 
 26.0  1.8  12.1  2.0  29.9  27.8  0.2  0.1 
 16.4  2.1  16.4  3.3  34.5  27.0  0.1  0.1 
 27.5  1.3  12.7  2.0  30.9  25.4  0.2  0.2 
 18.1  1.4  12.7  2.1  40.0  25.5  0.1  0.1 
 19.2  1.5  15.6  1.8  34.0  27.5  0.2  0.1 
 16.3  1.7  18.2  2.8  34.7  26.2  0.1  0.1 
 20.5  1.7  13.7  2.4  30.0  31.3  0.2  0.3 
 36.7  2.0  10.6  1.1  24.1  25.2  0.1  0.1 
 25.3  1.8  12.6  1.6  31.2  27.0  0.2  0.1 
 27.6  1.9  18.8  1.7  24.0  25.7  0.2  0.2 

 35.9  1.9  12.8  1.8  23.4  24.0  0.2  0.1 
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図20 休日の地域間流動量及び増減割合（平成12年～平成22年）
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70（
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70（
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奈良県北部

阪神臨海

阪神内陸

3,047
（-22.6%）

916
（-18.9%）

1,240
（-10.7%）

693
（-13.5%）

2,134
（-16.1%）

2,330
（-16.4%）

56
（-5.3%）

55
（-0.2%）

山城

単位：千トリップ/日
（　）内は平成12年からの増減割合

凡　例
内 ト々リップ数

地域間トリップ数（減少）

地域間トリップ数（増加）

大ゾーン名

7. 地域別にみた
　休日トリップの目的構成
●休日トリップにおける目的構成を
行政区別にみると、いずれの区に
おいても自由トリップの割合が４
割以上となっています。
●なかでも北区・中央区の自由ト
リップの割合が高くなっています。

8. 地域別にみた休日トリップの
　代表交通手段構成
●休日トリップにおける代表交通
手段構成を行政区別にみると、
平日と比較して、鉄道の割合が
減少し、自動車の割合が増加し
ています。
●その中でも、北区・中央区では他
の区と比較して鉄道の割合が約
5割と高くなっています。

6. 休日の地域間流動量
●休日の地域間流動量及びその推
移をみると、大阪市を中心とした
トリップが多くなっているものの、
全体的には減少しています。
●特に、大阪市内々のトリップや大
阪市と府内周辺地域とのトリップ
が大きく減少していることが分か
ります。
●一方で、大阪市と阪神臨海間や
大阪市と神戸市間、大阪市と泉
州間のトリップでは増加がみら
れます。

50千トリップ/日以上を図示
資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第３回調査圏域内の集計）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図21 休日トリップの行政区別目的構成（平成22年）

凡　例

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図22 平日トリップの行政区別代表交通手段構成（平成22年）

出　勤 登　校 自　由 業　務 帰　宅 不　明

北区
中央区
西区
天王寺区
浪速区
福島区
大正区
港区
此花区
西淀川区
淀川区
東淀川区
都島区
旭区
城東区
鶴見区
東成区
生野区
東住吉区
平野区
西成区
阿倍野区
住吉区
住之江区

大阪市計

大阪市計

単位：％

1,013
819
258
342
304
205
162
222
197
210
428
399
305
229
382
323
173
292
303
463
272
345
347
365

8,360

合計

凡　例 鉄　道 バ　ス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒　歩 その他 不　明

北区
中央区
西区
天王寺区
浪速区
福島区
大正区
港区
此花区
西淀川区
淀川区
東淀川区
都島区
旭区
城東区
鶴見区
東成区
生野区
東住吉区
平野区
西成区
阿倍野区
住吉区
住之江区

単位：％

1,013
819
258
342
304
205
162
222
197
210
428
399
305
229
382
323
173
292
303
463
272
345
347
365

8,360

合計
 51.7  2.9  12.1  0.7  10.2  22.3  0.1 0.2 
 47.7  1.5  16.2  0.7  11.9  21.8  0.1 0.2 
 26.0  2.0  22.9  0.9  22.1  25.8  0.1 0.3 
 38.5  2.0  19.9  0.6  13.2  25.4  0.1 0.3 
 33.2  2.4  17.3  1.2  16.9  28.8  0.0 0.2 
 20.0  1.3  25.1  1.4  26.1  25.4  0.3 0.4 
 8.5  6.1  34.0  1.2  26.3  23.1  0.6  0.1 
 21.6  3.0  28.2  0.8  21.2  24.3  0.3  0.5 
 24.2  2.3  34.2  0.9  20.6  17.0  0.5  0.3 
 13.5  1.4  36.8  1.9  23.8  22.3  0.1  0.3 
 22.0  1.3  26.4  1.5  22.5  26.0  0.1  0.3 
 16.6  1.7  28.6  2.1  26.6  24.0  0.1  0.3 
 21.6  2.4  21.5  1.3  26.7  26.1  0.1  0.3 
 13.7  2.8  23.0  1.3  32.5  26.1  0.0  0.5 
 15.7  1.6  25.5  1.3  29.9  25.6  0.1  0.2 
 8.6  1.6  42.0  1.8  27.8  17.9  0.2  0.2 
 17.7  1.1  22.3  1.6  30.6  26.3  0.1  0.5 
 12.9  2.1  22.4  2.4  36.4  23.4  0.2  0.2 
 15.2  1.3  27.2  1.5  32.5  22.0  0.1  0.2 
 10.2  1.3  35.4  1.7  31.4  19.8  0.1  0.1 
 14.8  1.2  24.7  1.1  31.0  26.8  0.2  0.2 
 30.9  1.9  21.3  0.9  20.2  24.1  0.3  0.3 
 18.1  1.5  25.9  1.6  28.0  24.5  0.1  0.3 
 19.1  1.4  33.6  1.1  21.4  23.2  0.1  0.3 

 26.1  1.9  24.3  1.2  22.5  23.6  0.1  0.3 

 5.7 0.5 54.4 4.5 34.9
 6.4 0.4 54.0 4.8 34.4
 6.5 0.6 47.2 5.6 40.1
4.1 1.2 53.0 4.2 37.6
 5.5 0.5 51.8 4.5 37.8
 4.9 0.7 48.2 4.2 42.0
3.5 0.6 50.1 3.7 42.2
3.8 0.8 51.0 3.4 41.0
4.6 0.3 49.1 3.7 42.3
 5.0 0.7 46.4 3.5 44.4
 6.4 1.0 46.2 4.0 42.4
 4.6 1.1 47.3 3.3 43.7
3.5 0.6 48.8 4.9 42.2
3.5 1.0 49.6 3.6 42.3
4.2 0.9 47.9 3.8 43.2
3.5 0.9 50.6 2.9 42.1
4.8 1.0 47.0 3.3 43.9
4.4 0.7 47.0 4.7 43.3
4.4 0.8 48.6 3.1 43.1
4.2 0.9 48.0 3.4 43.5
3.9 0.4 48.4 4.2 43.1
 4.4 0.9 50.4 3.2 41.1
4.0 1.1 48.1 3.4 43.4
 4.5 0.8 49.6 3.7 41.4

 4.8 0.7 50.0 4.0 40.5

大阪府

京都府

兵庫県

奈良県

大ゾーン名
北大阪
東部大阪
南河内
泉州
堺市
大阪市
山城
京都市
阪神臨海
阪神内陸
神戸市

奈良県北部

箕面市　池田市　豊中市　吹田市　摂津市　茨木市　高槻市　豊能町　能勢町　島本町
枚方市　交野市　寝屋川市　守口市　門真市　大東市　四条畷市　東大阪市　八尾市　柏原市
松原市　羽曳野市　藤井寺市　富田林市　大阪狭山市　河内長野市　太子町　河南町　千早赤阪村
和泉市　泉大津市　高石市　岸和田市　貝塚市　泉佐野市　泉南市　阪南市　忠岡町　熊取町　田尻町　岬町
堺市全域
大阪市全域
向日市 長岡京市 宇治市 八幡市 城陽市 京田辺市 木津川市 大山崎町 久御山町 井手町 宇治田原町 笠置町 和束町 精華町 南山城村
京都市全域　
尼崎市　西宮市　芦屋市
伊丹市　宝塚市　川西市　三田市　猪名川町
神戸市全域
奈良市　生駒市　天理市　大和郡山市　香芝市　山添村　平群町　三郷町　斑鳩町　安堵町　上牧町　王寺町　広陵町　河合町

対象市町村名
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6 時刻帯別の人の動き

19 20

●大阪市を出発地、到着地とするト
リップの目的構成を時刻帯別にみ
ると、発生では18時台に帰宅目的
でのピークが、また集中では8時
台において出勤目的でのピークが
みられます。
●また、自由目的においては、発生、
集中ともに10時から18時にかけ
てほぼ一定の割合がみられます。

●大阪市を出発地、到着地とするト
リップの手段構成を時刻帯別にみ
ると、鉄道は出勤の時間帯である
7時、8時台と帰宅の時間帯であ
る17時、18時台でそれぞれピー
クがみられます。
●自動車は、7時から18時にかけて
ほぼ一定の割合がみられます。

●大阪市都心2区（北区、中央区）に
おける滞留人口をみると、夜間（0
～3時台）に比べて、昼間（12～
15時台）には、約４倍の人が滞留
していることがわかります。
●京都市都心部（上京区、中京区、下
京区、東山区）や神戸市都心部（中
央区、兵庫区）と比べると、大阪市
における昼間と夜間の滞留人口の
差が大きいことがわかります。

●9時に大阪市都心部（北区、中央
区）に滞留している人の居住地を
みると、概ね50km圏域に広がっ
ており、京都市以東や神戸市以西
に居住地をもつ人も大阪市に多く
集まってきていることがわかりま
す。
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大阪市都心２区（北区・中央区） 単位：千人/時
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京都市都心部（上京区・中京区・下京区・東山区） 単位：千人/時
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神戸市都心部（中央区・兵庫区） 単位：千人/時

時刻帯別の人の動き

凡　例

    0 ～ 100

  101 ～ 500

  501 ～ 1000

 1001 ～ 5000

 5001 ～ 10000

10001 ～ 

単位：人

1. 平日の時刻帯別の発生量・集中量 2. 平日の時刻帯別の滞留人口

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図32 大阪市における目的別の時刻帯別発生量、集中量（平成22年） 資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図34 地域別にみた滞留人口（平成22年）
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ピーク時刻 ピーク率

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図33 大阪市における手段別の時刻帯別発生量、集中量（平成22年）
資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図35 大阪市都心部の9時における滞留者の居住地分布（平成22年）
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鉄道 18時台 54.7%
バス 8時台 2.1%
自動車 17時台 10.3%
自動二輪・原付 7時台 2.5%
自転車 8時台 25.8%
徒歩 8時台 31.9%
その他 8時台 0.2%

ピーク時刻 ピーク率
鉄道 8時台 58.1%
バス 8時台 1.1%
自動車 8時台 6.1%%
自動二輪・原付 8時台 1.2%
自転車 8時台 14.1%
徒歩 8時台 19.3%
その他 9時台 0.3%

出勤 ８時台 62.0％
登校 ８時台 19.0％
自由 10時台 47.9％
業務 13時台 28.2％
帰宅 18時台 61.7％

出勤 ８時台 41.0％
登校 ８時台 22.9％
自由 10時台 47.7％
業務 13時台 28.4％
帰宅 18時台 74.7％
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●大阪市を出発地、到着地とするト
リップの目的構成を時刻帯別にみ
ると、発生、集中ともに9時、10時
台において自由目的でのピーク
が、16時、17時台において帰宅
目的でのピークがみられます。

●大阪市を出発地、到着地とするト
リップの手段構成を時刻帯別にみ
ると、発生では帰宅の時間帯であ
る17時台に鉄道のピークが、集中
では自由目的の集中量が多い時
間帯である10時台に鉄道のピー
クがみられます。

●大阪市都心2区（北区、中央区）に
おける滞留人口をみると、夜間（0
～3時台）に比べて、昼間（12～
15時台）には、約2倍の人が滞留
していることがわかります。
●平日と同様に京都市都心部（上京
区、中京区、下京区、東山区）や神
戸市都心部（中央区、兵庫区）と比
べると、大阪市における昼間と夜
間の滞留人口の差が大きいことが
分かります。

●13時に大阪市都心部（北区、中央
区）に滞留している人の居住地を
みると、概ね50km圏域に広がっ
ており、京都市以東や神戸市以西
に居住地をもつ人も大阪市に集
まってきていることが分かります。

凡　例
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単位：人

大阪市都心２区（北区・中央区） 単位：千人/時
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京都市都心部（上京区・中京区・下京区・東山区） 単位：千人/時

神戸市都心部（中央区・兵庫区） 単位：千人/時

6. 時刻帯別の人の動き

3. 休日の時刻帯別の発生量・集中量 4. 休日の時刻帯別の滞留人口

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図36 大阪市における目的別の時刻帯別発生量、集中量（平成22年） 資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図38 地域別にみた滞留人口（平成22年）
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資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図37 大阪市における手段別の時刻帯別発生量、集中量（平成22年）
資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（第５回調査圏域内の集計）

図39 大阪市都心部の13時における滞留者の居住地分布（平成22年）
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鉄道 17時台 31.3%
バス 11時台 2.1%
自動車 16時台 25.3%
自動二輪・原付 9時台 1.6%
自転車 11時台 27.7%
徒歩 11時台 27.3%
その他 12時台 0.2%
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ピーク時刻 ピーク率

出勤 8時台 17.5%
登校 8時台 4.7%
自由 10時台 69.0%
業務 8時台 9.8%
帰宅 16時台 57.1%

出勤 8時台 30.2%
登校 8時台 5.5%
自由 10時台 71.2%
業務 9時台 8.8%
帰宅 17時台 54.4%

鉄道 10時台 28.2%
バス 12時台 2.2%
自動車 13時台 25.8%
自動二輪・原付 9時台 1.6%
自転車 10時台 25.6%
徒歩 11時台 24.1%
その他 12時台 0.3%
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外出に関する
困難なし

外出に関する
困難あり

外出に関する
困難なし

外出に関する
困難あり

図48 外出に関する困難の有無別に見たトリップの目的構成（平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査 速報版（第５回調査圏域内の集計）

図49 外出に関する困難の有無別に見たトリップの代表交通手段構成（平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査 速報版（第５回調査圏域内の集計）

 (16.0) (5.5) (25.2) (10.1) (40.6) (2.6)

 (26.2) (1.8) (12.0) (1.9) (26.4) (22.8) (0.2) (8.7)

 (11.0) (6.3) (15.8) (0.9) (12.9) (33.5) (0.5) (19.2)

 (4.4) (1.7) (44.4) (3.2) (41.5) (4.8)

8. 移動困難者の動き

出　勤 登　校 自　由 業　務 帰　宅 不　明凡　例

鉄　道 バ　ス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒　歩 不　明その他凡　例

図50 外出に関する困難の有無別に見た自動車の利用状況（平成22年）

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査 速報版（第５回調査圏域内の集計）

外出に関する
困難なし

外出に関する
困難あり

 (70.8) (9.1) (6.5) (13.7)

 (34.5) (30.4) (18.9) (16.3)

自　分 家　族 不　明その他凡　例

5. 外出困難者のトリップに
 おける目的構成
●外出に関する困難の有無別にト
リップの目的構成を比較すると、
外出に関する困難がある人は、な
い人に比べて自由目的の割合が
約20ポイント多くなっています。

6. 外出困難者のトリップにおける
 代表交通手段構成
●外出に関する困難の有無別にト
リップの代表交通手段構成を比
較すると、外出に関する困難があ
る人は、ない人に比べてバス・自
動車・徒歩の割合が高くなってい
ます。
●鉄道の利用割合については、約
15ポイントの差があります。

7. 外出困難者の自家用自動車
 利用状況
●外出に関する困難の有無別に自
動車で移動を行う際の運転者（運
転者の種別）を比較すると、外出
に関する困難がある人は、ない人
に比べて家族やその他（知人・介
護タクシー・福祉有償運送等）の
割合が高くなっています。

9 年齢階層別の人の動き
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単位：千人

資料：国勢調査

図51 性別・年齢階層別に見た夜間人口の推移（平成2年～平成22年）
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平成12年

平成22年
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平成12年

平成22年

15～64歳5～14歳 65歳以上 15～64歳5～14歳 65歳以上

男　　性 女　　性

単位：%
 11.2 78.3 10.5

 9.0 75.1 15.8

 8.5 70.3 21.1

 20.6 71.2 8.2

 26.0 66.3 7.6

 15.1 74.7 10.3

1. 年齢階層別の夜間人口の推移
●平成2年から平成22年にかけて
の大阪市の夜間人口の推移をみ
ると、少子高齢化が進展している
ことが分かります。
●平成22年では概ね4人に１人が
高齢者となっています。
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単位：千トリップエンド/日
（　）内は構成比：％

単位：千トリップエンド/日
（　）内は構成比：％
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9. 年齢階層別の人の動き

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.0  7.1  3.3    17.4  69.1   
1.8  5.4  3.2    22.1  67.2  0.3  
2.6  3.7  4.3  0.2  22.7  65.8  0.6  0.1 

5.8  0.9  0.6  0.1  16.6  75.9  0.1  
4.5  0.6  1.5   16.3   77.0  0.1  
 8.6  1.1  1.8  0.1  12.7  75.2  0.3  0.3 

 50.5  2.2  1.2  1.2  25.5  19.3  0.1  
 49.2  1.5  1.0  0.4  29.5  18.4   
 49.8  2.0  2.4  0.5  27.0  18.2  0.2  

 52.3  3.3  7.1  2.1  17.2  17.9   0.1  
 42.8  1.9  6.2  2.5  26.8  19.8   
 56.5  2.3  4.3  1.8  23.7  10.8  0.3  0.3 

 29.5  2.3  9.9  1.4  28.8  28.1   
 31.1  1.4  8.7  1.4  32.8  24.5  0.1  
 42.2  1.5  7.9  1.3  29.8  17.1  0.2  0.1 

 14.4  1.4  9.3  0.8  43.7  30.3   
 18.2  1.5  10.5  0.6  43.1  26.1  0.1  
 32.7  1.8  7.7  0.8  35.5  21.3  0.1  0.1 

 13.9  1.7  7.2  1.1  50.1  26.0   
 16.0  1.6  9.8  1.2  47.1  24.1  0.2  
 26.9  1.6  9.2  0.6  41.2  20.2  0.1  0.1 

 14.9  1.6  7.3  1.9  48.1  26.2   
 16.7  1.0  9.0  0.5  49.9  22.6  0.1  
 25.5  1.1  8.1  1.0  43.3  20.8  0.2 

 15.5  2.0  7.2  2.3  46.9  26.2   
 18.2  2.2  8.1  0.7  45.7  25.0  
 26.5  1.9  8.9  1.3  40.8  20.4  0.1 

 17.3  3.4  5.9  0.7  39.7   32.8  0.1  
 16.3  1.7  6.7  1.6  48.1   25.7   
 24.1  1.7  9.5  1.1  40.2  23.2  0.1  0.1 

 18.0  3.9  4.3  0.9  33.8  39.1   
 15.9  2.2  7.3  1.4  42.7  30.5  0.1  
 19.0  2.1  9.0  0.6  41.9  27.1  0.2  0.1 

 18.9  4.9  4.4  0.5  22.0  49.1  0.2  
 15.7  2.9  5.8  0.7  36.0  38.9    
 16.4  2.5  9.0  0.8  41.5  29.6  0.1  0.2 

 16.4  4.3  2.6  0.1  12.7  63.8  0.1  
 12.9  4.1  5.6  0.2  28.4  48.9    
 13.0  3.3  8.6  1.0  37.1  36.6  0.1  0.2 

 14.3  8.1  2.2   5.0   70.3  0.1  
 14.3  7.4  4.4  0.6  18.0  55.2  0.1  
 15.1  6.7  6.5  0.6  27.9  42.8  0.1  0.3 

 6.8  6.3  3.8  3.0  79.9   0.3  
 9.0  8.7  4.3  0.4  6.1  71.4   
 10.6  8.1  9.9  0.5  17.3  53.1  0.4  0.1 

 20.9  3.0  5.8  1.1  31.6  37.6  0.1  
 19.9  2.5  6.8  0.9  35.8  34.0  0.1  
 24.5  2.7  7.6  0.8  33.7  30.3  0.2  0.1 



9. 年齢階層別の人の動き
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